
わ
が
国
に
お
け
る
軍
隊
衛
生
部
の
揺
篭
は
、
明
治
元
年
五
月
二
十
三
日
の

軍
務
官
病
院
掛
の
設
置
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
組
織
的
に
整
備
さ
れ
た
の
は

こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
所
で
男
が
嫌
で
殺
さ
れ
た
。
衣
服
所
持
師
は
臨
ま
れ
て
い
な
い
。
検

官
は
怨
恨
と
ゑ
て
男
の
妻
を
呼
び
、
彼
に
敵
は
い
な
か
っ
た
か
と
質
し
た
。

甲
と
い
う
男
が
以
前
借
金
に
き
た
が
夫
は
断
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
検
官
は

役
人
を
駆
出
し
、
付
近
の
住
人
に
自
分
の
家
の
鎌
を
持
っ
て
く
る
よ
う
、
も

し
鎌
を
隠
す
よ
う
な
者
が
お
れ
ば
犯
人
と
采
な
す
と
告
げ
た
。
や
が
て
七
、

八
十
本
の
嫌
が
持
込
ま
れ
た
。
検
官
は
こ
れ
ら
を
地
面
に
並
べ
た
。
気
候
が

暑
か
っ
た
の
で
蝿
が
飛
廻
り
、
あ
る
一
本
の
嫌
に
集
っ
た
。
こ
れ
は
誰
の
も

の
か
と
質
し
た
ら
、
前
に
借
金
を
乞
う
た
叩
の
も
の
で
あ
っ
た
。
検
官
は
、

汝
の
嫌
に
は
微
量
の
血
液
が
着
い
て
い
る
か
ら
蝿
が
集
っ
た
。
汝
が
殺
し
た

証
拠
だ
と
迫
っ
て
自
白
さ
せ
た
、
竿
々
。
大
岡
裁
き
の
原
形
を
み
る
。

最
後
に
一
つ
だ
け
注
文
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
貴
重
書
の
訳
出
公
刊
で
あ

る
。
せ
め
て
『
洗
冤
集
録
』
だ
け
で
も
原
文
を
併
載
い
た
だ
け
た
ら
資
料
価

値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
る
。

‐
（
小
関
恒
雄
）

〔
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
５
判
、
三
五
四
頁
、

本
国
定
価
八
○
・
○
○
円
〕

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
編
〕
《
一

川
治
四
年
七
月
五
日
、
兵
部
省
内
に
段
け
ら
れ
た
軍
医
寮
で
あ
る
。
翌
五
年

二
月
二
十
七
日
、
兵
部
省
は
廃
さ
れ
て
陸
・
海
軍
二
省
が
お
か
れ
、
軍
医
も

陸
海
に
分
か
れ
た
の
で
、
こ
の
日
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
で
解
体
さ

れ
る
ま
で
の
八
○
年
に
近
い
歴
史
を
も
つ
陸
軍
衛
生
部
が
発
足
し
た
と
い
え

Ｐ
｛
ン
【
ノ
○

本
書
は
こ
の
八
○
年
の
歴
史
の
う
ち
、
昭
和
初
年
か
ら
昭
和
二
十
年
の
敗

戦
に
至
る
ま
で
の
陸
軍
術
生
制
度
の
変
遷
を
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
の
立

部
伊
承
二
佐
、
山
Ⅲ
省
三
佐
ら
が
中
心
と
な
っ
て
細
纂
し
た
も
の
で
、
主

な
内
容
は
第
一
編
衛
生
機
関
の
廃
置

第
二
細
官
制
・
職
制
制
度

第
三
編
官
等
・
進
級
制
度

第
四
編
補
充
・
召
募
制
度

第
五
編
教
育
制
度

の
、
五
編
よ
り
成
り
、
と
か
く
意
味
乾
燥
に
な
り
が
ち
な
制
度
の
変
革
を
、

明
治
以
来
の
そ
れ
と
併
記
し
た
り
、
ま
た
、
あ
る
制
度
の
成
立
過
程
な
ど
に

も
言
及
し
て
、
興
味
深
く
読
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
も
の
は
本
書
の
他
に
、
過
去
二
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は

大
正
二
年
、
森
林
太
郎
医
務
局
長
時
代
の
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
で
、
明
治

初
年
か
ら
同
四
十
四
年
十
二
月
ま
で
の
期
間
を
扱
い
、
本
文
一
四
八
七
頁
の

大
冊
で
、
実
質
的
に
陸
軍
衛
生
制
度
史
の
第
一
巻
と
言
え
よ
う
。
も
う
一
つ

は
昭
和
一
二
年
、
山
田
弘
倫
医
務
局
長
の
監
修
に
な
る
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』

第
二
巻
賓
明
治
四
十
五
年
一
月
か
ら
大
正
十
四
年
十
二
月
ま
で
を
対
象
と

し
、
本
文
一
、
六
二
五
頁
に
及
ぶ
労
作
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
は
「
昭
和

(186） 658



篇
」
と
あ
る
が
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
第
三
巻
に
相
当
す
る
も
の
で
、
こ
こ

に
明
治
建
軍
以
来
の
陸
軍
衛
生
部
の
歴
史
を
貫
く
一
本
Ｑ
ハ
ッ
ク
ポ
ー
ソ
が

完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
三
巻
の
記
述
内
容
・
排
列
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
一
、
二
巻
は
三

巻
に
比
べ
よ
り
多
く
の
事
項
．
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る

と
、
第
一
編
（
衛
生
機
関
の
廃
置
）
、
第
二
編
（
官
制
・
職
規
）
、
第
三
編

（
官
等
・
定
員
）
、
第
四
編
（
補
充
・
召
募
・
進
級
）
、
第
五
編
（
服
役
・
分

限
・
命
課
）
、
第
六
編
（
教
育
）
、
第
七
編
（
撰
兵
）
、
第
八
編
（
恩
給
・
帰

郷
転
地
療
養
）
、
第
九
編
（
伝
染
病
予
防
）
、
第
十
編
（
報
告
式
）
、
第
十
一

編
（
衛
生
材
料
）
、
第
十
二
編
（
赤
十
字
）
、
第
十
三
編
（
服
制
・
服
装
）
、

第
十
四
編
（
給
与
）
で
あ
る
。
第
三
巻
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
項
目
に
つ
い
て

は
、
将
来
な
ん
ら
か
の
形
で
刊
行
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
。

本
書
は
始
め
か
ら
順
を
追
っ
て
通
読
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
な
く
、
あ
る

制
度
ｌ
剛
侭
軍
医
の
階
級
や
そ
の
呼
称
の
変
遷
ｌ
を
調
査
す
る
の
に

大
変
有
用
で
あ
る
。
今
ま
で
私
は
「
軍
医
団
雑
誌
」
に
随
時
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
衛
生
部
関
係
法
規
の
改
正
」
欄
を
『
｜
ピ
ー
し
て
研
究
の
資
と
し
て
い
た

が
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
居
な
が
ら
に
し
て
正
確
で
ま
と
ま
っ
た
資
料
に

当
る
こ
と
が
で
き
て
大
き
な
便
宜
を
え
て
い
る
。

し
か
し
、
衛
生
部
の
歴
史
は
制
度
史
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
ま

た
、
制
度
史
に
関
し
て
も
、
三
巻
と
も
に
平
時
の
制
度
の
象
扱
い
、
戦
時
の

そ
れ
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
時
と
平
時
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
明
治
以
来
の
戦
役
ご
と
に
公
刊
さ
れ
た
『
○
○
戦
役
衛
生

史
』
な
ど
で
そ
の
空
白
を
埋
め
る
必
要
が
あ
る
。
昭
和
に
関
し
て
は
、
『
大

東
亜
戦
争
陸
軍
衛
生
史
』
全
九
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
従
軍
し
た

軍
医
、
師
団
衛
生
隊
、
野
戦
病
院
、
兵
岾
病
院
な
ど
の
回
想
記
や
記
録
も
多

数
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
変
な
仕
事
で
は
あ
る
が
こ
れ
ら
を
参
考
に
し

て
、
陸
軍
衛
生
部
の
全
史
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

最
近
の
研
究
で
、
江
戸
末
期
よ
り
明
治
初
年
に
か
け
て
の
日
本
の
近
代
医

学
教
育
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
．
プ
ロ
シ
ア
の
軍
医
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
そ
の
影
響
は
現
在
で
も
古
い
国
立
大
学
医
学
部
な
ど
に
残
っ
て

い
る
こ
と
、
初
期
の
軍
医
た
ち
は
地
方
の
任
地
で
中
心
的
な
医
学
指
導
者
に

な
っ
て
い
た
事
実
な
ど
か
ら
、
日
本
の
近
代
医
学
・
医
療
史
は
陸
海
軍
の
衛

生
史
を
除
い
て
は
成
り
”
た
た
な
い
。
こ
の
意
味
で
軍
陣
医
学
の
研
究
の
み
な

ら
ず
、
近
代
医
療
史
研
究
の
進
歩
に
果
す
本
書
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
ら

れ
、
医
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
重
要
な
座
右
の
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
い
さ
さ
か
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
海
軍
医

務
部
の
歴
史
に
関
す
る
刊
行
物
を
紹
介
し
よ
う
。

『
海
軍
衛
生
制
度
史
』
第
一
巻
、
大
正
十
四
年
、
海
軍
軍
医
会
発
行
。
内

容
は
第
一
編
（
衛
生
機
関
の
変
遷
）
、
第
二
編
（
職
制
）
、
第
三
編
（
軍
医
部

員
の
官
等
・
定
員
及
補
充
）
で
、
第
四
編
（
教
育
）
、
第
五
編
（
防
疫
）
、
第

六
編
（
兵
食
）
は
第
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

『
海
軍
奉
仕
五
○
年
回
顧
録
』
、
高
杉
新
一
郎
、
有
馬
玄
著
。
非
売
品
。

『
海
軍
医
務
・
衛
生
史
」
全
四
巻
、
有
馬
玄
監
修
小
池
猪
一
郎
綱
著
。
昭

和
六
十
年
、
柳
原
書
店
。

『
海
軍
軍
医
学
校
追
想
録
』
、
桜
医
会
発
行
。

（
佐
久
間
温
巳
）

〔
原
書
店
、
一
九
九
○
年
、
Ａ
５
判
、
七
四
八
頁
、

定
価
二
一
、
○
○
○
円
〕

(187）659


